
■第２学年 題材ごとの観点別評価規準（例）

知

技

鑑

学

好きなことを思い浮

かべながら描くこと

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学

粘土の触り心地を感

じながらつくること

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学

ぼかしたり引っかい

たりして描く絵をた

のしむ。

主

知

技

鑑

学
砂や土の触り心地を

たのしむ。
主

知

技

鑑

お花紙の形や色、触り心地をもとに、い

ろいろな並べ方や重ね方を積極的に試し

ながら表したいことを見つけ、どのよう

に表すか考えている。

クレヨンやパスのいろいろな表し方を積

極的に試すことを通して、そこから生ま

れる形や色の美しさ、面白さに気づくと

ともに、表したいことに応じて表し方を

選んだり、それらを組み合わせたりする

など、工夫して表している。

クレヨン、パス、

画用紙など

自分や友達の作品の表したいことや表し方などについて、感じ取っ

たり考えたりして、自分の見方や考え方を広げている。

自分が好きなことを絵に表す学習活動にたのしく取り組もうとして

いる。

粘土の塊からひねったり、つまんだり、

伸ばしたり、穴を開けたりする操作を通

して、思いついた形を変えながら表した

い想像の生き物を見つけて、どのように

表すか考えている。

土 粘 土 、 粘 土 べ

ら、粘土板、タオ

ルなど
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砂や土の触り心地を味わい、砂や土で表す学習活動にたのしく取り

組もうとしている。

すきなこ

と なあに
絵

遊んだこと、友

達や家族とした

こと、好きなこ

とをしている自

分を描く。

題材名 内容 題材の内容

クレヨ

ン、パス

で らんら

んランド

絵

クレヨンやパス

で ぼ か し た り

ひっかいたりし

て、感じたこと

や思いついたこ

とを絵に表す。

こんにち

は むぎゅ

たん

立

「むぎゅたん」

という想像の生

き物を粘土で立

体に表す。

お 花 紙 、 洗 濯 の

り、ビニル袋、ビ

ニルシート、タオ

ル、ペットボトル

など

ひねったりつまんだ

り し て 形 を 工 夫 す

る。

手で粘土の塊へ働きかけることを通して、粘土の形などに気づいて

いる。

粘土の塊をひねる、つまむ、穴を開けるなど、手や体全体の感覚を

働かせながら、表し方を工夫して表している。

砂や土、水、バケ

ツ、タオルなど

砂や土に十分に慣れ、並べたり、つないだり、積んだりするなど手

や体全体の感覚などを働かせ、活動を工夫してつくっている。

思
砂や土でどんなこと

ができるか考える。

発
砂や土の形や色などをもとに、造形的な活動を思いつき、感覚や気

持ちを生かしながら、どのように活動するか考えている。

知

砂や土の造形的な面白さやたのしさについて感じ取り、自分の見方

や感じ方を広げている。

砂や土の触り心地を存分に味わい、並べ

る、つなげる、積む、掘る、水を流すな

ど、体全体の感覚を働かせ、友達と協力

しながら学習活動にたのしく取り組もう

としている。

おはながみ

かさねて

すかして

工

お花紙をちぎっ

て重ねて貼り、

光を通すと美し

い 飾 り を つ く

る。

さらさら

どろどろ
遊

土の触り心地を

味わいながら活

動する。

思

並べたり重ねたりし

たお花紙から、好き

な感じを考える。

発
お花紙を並べたり重ねたりしたときの形や色、触った感じなどをも

とに表したいことを見つけ、どのように表すか考えている。

お花紙の手触りや変化を感じ取ったり自分や友達の表し方を見たり

して、自分の見方や感じ方を広げている。

思
描きたい場面を考え

る。

発
経験をもとに表したいことを見つけ、形や色を考えたりしながら、

どのように表すか考えている。

発
クレヨンやパスをぼかしたり引っかいたりした形や色などをもとに

表したいことを見つけ、どのように表すか考えている。

クレヨンやパスをぼかしたり引っかいたりした形や色のよさや美し

さ、表し方から自分の見方や感じ方を広げている。

クレヨンやパスをぼかすことや引っかいたりすることで絵に表す学

習活動にたのしく取り組もうとしている。

思

粘土の形を変えなが

ら、想像した生き物

を考える。

発

知
お花紙の並べ方や重

ね方を工夫する。

作品づくりやできた作品を飾ることを通して、触った感じや、重

なったお花紙の形や色などに気づいている。

砂や土を掘ったり丸

め た り 並 べ た り す

る。

自分の感覚や行為を通して、砂や土の形や色などに気づいている。

お花紙の並べ方や重ね方をいろいろ試すなど、表したいことをもと

に表し方を工夫して表している。

粘土の塊をひねったりつまんだりしてできた形をもとに、表したい

ことを見つけ、どのように表すか考えている。

知

粘土の塊をひねったりつまんだりしてできた形のよさや面白さ、表

し方などについて感じ取って、自分の見方や感じ方を広げている。

自分らしい「むぎゅたん」を表すことに関心をもち、粘土に積極的

に働きかけながら立体に表す学習活動にたのしく取り組もうとして

いる。

十分満足できると考えられる具体

的な姿の例
主な材料・用具

知
好きなことの形や色

を工夫して描く。

絵に表すことを通して、形や色などに気づいている。

学習のめあて 観点別評価規準

自分が好きなことを絵に表す学習活動に

強い関心をもち、たのしく取り組もうと

している。

クレヨン、パス、

画用紙、色画用紙

など

表したいことをもとに、形や色、表し方を工夫して表している。

知
クレヨンやパスの表

し方を工夫する。

ぼかしたり引っかいたりするなどのいろいろな表し方からクレヨン

やパスで表す形や色に気づいている。

いろいろな表し方を試したり組み合わせたりしながら、表し方を工

夫して表している。

思

こすってぼかしたり

引っかいたりして描

き た い も の を 考 え

る。



■第２学年 題材ごとの観点別評価規準（例）

学
お花紙の手触りや変

化をたのしむ。
主

知

技

鑑

学

粘土を積んだり並べ

たりして、つくるこ

とをたのしむ。

主

知

技

鑑

学

色水をつくったり並

べたりすることをた

のしむ。

主

知

技

鑑

学
仲良しの二人組をつ

くってたのしむ。
主

知

技

鑑

学

動物といっしょにい

る場面を描くことを

たのしむ。

主

知

技

鑑

学

紙けん玉をつくった

り、遊んだりするこ

とをたのしむ。

主

共同絵の具、イン

ク 、 水 、 透 明 容

器、ビニル袋など

お花紙の形や色、触り心地をもとに、い

ろいろな並べ方や重ね方を積極的に試し

ながら表したいことを見つけ、どのよう

に表すか考えている。

お 花 紙 、 洗 濯 の

り、ビニル袋、ビ

ニルシート、タオ

ル、ペットボトル

など

土粘土、粘土板、

タオルなど

紙けん玉をつくり、遊ぶことを通して、

けん玉の形や色に気づくとともに、すき

な材料を選んでけん玉を飾ったり、面白

い構造やたのしい遊び方を考えたりする

など、表したいことをもとに表し方を自

分なりに工夫して表している。

厚紙、割り箸、ひ

も 、 ビ ニ ル テ ー

プ、カラーペン、

はさみなど

けん玉をつくって遊ぶ学習活動にたのしく取り組もうとしている。

ジャン

プ！

キャッ

チ！ 紙け

ん玉

工

仕組みを生かし

た紙けん玉をつ

くって遊ぶ。

紙コップや紙づ

つを組み合わせ

て、二人組をつ

くる。

どうぶつ

さんと

いっしょ

に

絵

見たり遊んだり

した動物を思い

出 し て 絵 に 表

す。

ふたりは

なかよし
立

ならべて

見つけて

いろいろ

色水

遊

つくった色水の色や容器の形をもとに造

形的な活動を思いつき、自分なりにどの

ように活動するか考えている。

仲良しの二人組を意欲的につくったり、

友達と交流したりする学習活動にたのし

く取り組もうとしている。

動物の形や色、触った感じ、まわりの風

景などをよく思い出して、動物やそのま

わりの形や色に気づくとともに、表した

い場面になるように描き方を工夫して表

している。

おはながみ

かさねて

すかして

工

お花紙をちぎっ

て重ねて貼り、

光を通すと美し

い 飾 り を つ く

る。

お花紙の触り心地や変化を味わいながら、飾りをつくる学習活動に

たのしく取り組もうとしている。

粘土の重さや感触を味わいながら、粘土

を積んだり並べたりして形を変えて、見

たことがない形をつくる学習活動にたの

しく取り組もうとしている。

クレヨン、パス、

画用紙、色画用紙

など表したいことをもとに描き方を工夫して表している。

思

描きたい場面やその

ときの気持ちを考え

る。

発
動物を見たり触れ合ったりしたときに感じたことから表したいこと

を見つけ、どのように表すか考えている。

自分や友達の表したいことや表し方に着目して、よさや面白さを感

じ取ったり考えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

動物との関わりを思い出して、絵に表す学習活動にたのしく取り組

もうとしている。

思

仕組みからつくりた

い 紙 け ん 玉 を 考 え

る。

発
仕組みをもとにつくりたいけん玉を思いつき、どのように表すか考

えている。

知

友達と作品で遊び合い、よさや表し方などについて感じ取ったり考

えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

知

描きたい場面になる

ように、形や色を工

夫する。

動物との関わりを思い出して、動物やそのまわりの形や色に気づい

ている。

紙けん玉の形や色、

つ く り 方 を 工 夫 す

る。

紙けん玉をつくり、遊ぶことを通して、けん玉の形や色に気づいて

いる。

つんで な

らべて

びっくり

しタワー

立

粘土を積んだり

並べたりしなが

ら、つくりたい

ものをつくる。

粘土の積み方や並べ

方を工夫する。

見たことがない形の「びっくりしタワー」をつくることを通して、

粘土の形などに気づいている。

いろいろな色の色水をつくったり、好きな容器に入れて並べたりす

るなど、活動を工夫してつくっている。

思

色 水 を つ く り な が

ら、どんなことがで

きるか考える。

発
つくった色水の色や容器の形をもとに造形的な活動を思いつき、ど

のように活動するか考えている。

自分や友達の活動の面白さやたのしさ、表し方などについて感じ

取ったり考えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

粘土に十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚などを働かせ、表

したいことをもとに粘土の積み方や並べ方を工夫して表している。

思

積んだり並べたりし

た形から、つくりた

いものを考える。

発
粘土を積んだり並べたりしながら、感じたことや想像したことから

自分がつくりたい形を考えている。

知

互いの作品の面白さやたのしさ、表し方などについて感じ取ったり

考えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

粘土の重さや感触を味わいながら、粘土を積んだり並べたりして形

を変えて、つくる学習活動にたのしく取り組もうとしている。

色水をつくりな

がら思いついた

活動をする。

知
色水のつくり方や並

べ方を工夫する。

色水をつくったり並べたりすることを通して、混ぜたときや並べた

ときの形や色に気づいている。

色水をつくったり並べたりすることに関心をもち、色水で思いつい

たことを表す学習活動にたのしく取り組もうとしている。

紙 コ ッ プ 、 紙 づ

つ、色紙、色画用

紙 、 接 着 剤 、 の

り、カラーペン、

はさみなど

手や体全体の感覚を働かせながら、自分の表したい二人組の表し方

を工夫して表している。

思
どんな二人組にする

か考える。

発
紙コップや紙づつの形や色などをもとに、自分のつくりたい二人組

を思いつき、どのように表すか考えている。

知

自分や友達の二人組の形や色などについて、感じ取ったり味わった

りして、自分の見方や感じ方を広げている。

仲良しの二人組をつくる学習活動にたのしく取り組もうとしてい

る。

紙コップや紙づつの

形や飾りのつくり方

を工夫する。

紙コップや紙づつなどの組み合わせを考えながら、形や色などに気

づいている。

すきな材料を選んでけん玉を飾ったり、面白い構造を考えたりする

など、表したいことをもとに表し方を工夫して表している。



■第２学年 題材ごとの観点別評価規準（例）

知

技

鑑

学

絵の具と筆でのびの

びと描くことをたの

しむ。

主

知

技

鑑

学

新聞紙の手触りなど

を感じながら、変化

させることをたのし

主

知

技

鑑

学
「お友だち」をつく

ることをたのしむ。
主

知

技

鑑

学
絵の具をのばして描

くことをたのしむ。
主

知

技

鑑

学
つくって動かす活動

をたのしむ。
主

知

技

もんで柔らかくした紙の形や色、感触な

どの感じに気づくとともに、手や体全体

の感覚を働かせ、自分の表したい「お友

だち」の形や色、材料の使い方を工夫し

て表している。

ク ラ フ ト 紙 、 色

紙、新聞紙、接着

剤、はさみなどぎゅっとし

たい！ わ

たしの

「お友だ

ち」

工

絵の具を筆で塗る心地よさを体全体で十

分に味わいながら、絵に表す学習活動に

たのしく活動に取り組もうとしている。

積極的に新聞紙に働きかけ、変化した感

じなどをもとにさまざまな造形的な活動

を思いつき、どのように活動するか考え

ている。

共同絵の具、筆、

画用紙、新聞紙な

ど

えのぐじ

ま
絵

筆をのびのびと

動かして描きた

い 「 え の ぐ じ

ま」を描く。

知
筆使いや色の組み合

わせを工夫する。

筆をのびのびと動かして描くことを通して「えのぐじま」の形や色

などに気づいている。

筆の太さや手を動かす速さや強さによる筆触、色使いなどを試しな

がら表し方を工夫して表している。

思
描きたいえのぐじま

を考える。

発
「えのぐじま」などの言葉や絵の具の感触から表したいことを見つ

け、どのように表すか考えている。

紙コップと透明なコップを動かす仕組み

から、変化する絵や形、色などに気づく

とともに、カラーペンの扱いに慣れ、表

したいことをもとに表し方を工夫して表

している。

紙コップ、透明な

コップ、上質紙、

カ ラ ー ペ ン 、 の

り、はさみ、洗濯

ばさみなど

絵 の 具 、 ク レ ヨ

ン 、 パ ス 、 画 用

紙、段ボールなど

の厚紙、新聞紙な

ど

絵の具の色を選んだり、厚紙を動かす勢いや向きなどをいろいろ試

したりするなど、表し方を工夫して表している。

思

のばした絵の具の形

や色から表したいこ

とを考える。

発
厚紙でのばした絵の具の形や色から表したいことを見つけ、どのよ

うに表すか考えている。

知

自分や友達の作品の面白さやたのしさ、表したいことなどについ

て、感じ取ったり考えたりして、自分の見方や感じ方を広げてい

つくりだす喜びを味わい、絵の具をのばして絵に表す学習活動にた

のしく取り組もうとしている。

たからも

のの もの

がたり

鑑

宝物が大切な理

由を考えて、友

達に伝える。

色を選んだり、厚紙の引き方を工夫した

りして、つくりだす喜びを味わい、絵の

具をのばして絵に表す学習活動にたのし

く取り組もうとしている。

コップ く

るくる

チェンジ

工

紙コップに透明

なコップを重ね

て回転させるこ

とで絵が変化す

る仕組みから、

表したいものを

つくる。

知
絵の動かし方や、つ

くり方を工夫する。

紙コップと透明なコップを動かす仕組みから、変化する絵や形、色

などに気づいている。

えのぐ

ひっぱレ

インボー

絵

絵の具で描かれた形や色などのよさや面白さを感じ取ったり考えた

りして、自分の見方や感じ方を広げている。

絵の具を筆で塗る心地よさを味わいながら、絵に表す学習活動にた

のしく取り組もうとしている。

新聞紙など

新聞紙を折ったり、ねじったり、裂いたりするなど、手や体全体の

感覚を働かせながら、活動を工夫してつくっている。

思

新聞紙をねじったり

裂いたりしながら、

どんなことができる

か考える。

発
新聞紙に働きかけることを通して、変化した感じなどをもとに活動

を思いつき、どのように活動するか考えている。

知

さまざまに変化した新聞紙の感じや表現などの面白さやたのしさを

味わい、自分の見方や考え方を広げている。

新聞紙の触り心地を味わい、手や体全体で新聞紙に働きかけて変化

させる学習活動にたのしく取り組もうとしている。

紙をもんで柔ら

か く し た 紙 か

ら、つくりたい

「お友だち」を

つくる。

知
袋の形や色、材料の

使い方を工夫する。

紙をもんで柔らかくして「お友だち」をつくることを通して、紙の

形や色などに気づいている。

どんどん

かわるよ

新聞紙

遊

体 全 体 を 使 っ

て、新聞紙で活

動する。

新聞紙のねじり方、

裂き方などを工夫す

る。

新聞紙に働きかけることを通して、変化する形などに気づいてい

る。

手や体全体の感覚を働かせ、紙を柔らかくして自分の表したい「お

友だち」の表し方を工夫して表している。

思

柔 ら か く し た 紙 か

ら、つくりたい「お

友だち」を考える。

発
柔らかくなった紙の袋の形や色から自分の表したい「お友だち」を

思いつき、形や色などどのように表すか考えている。

「お友だち」の形や色、感触などについて、感じ取ったり味わった

りし、自分の見方や感じ方を広げている。

自分の「お友だち」をつくる学習活動にたのしく取り組もうとして

いる。

厚紙や段ボール

の切れ端などで

絵 の 具 を の ば

し、できた模様

から絵に表す。

絵の具ののばし方を

工夫する。

自分の感覚やへらを引く行為を通して、形や色などに気づいてい

る。

仕組みを試しながら、カラーペンの扱いに慣れ、表したいことをも

とに表し方を工夫して表している。

思

重ねて回すと絵が変

化する仕組みから、

表したいことを考え

る。

発 仕組みから表したいことを見つけ、どのように表すか考えている。

自分や友達の作品を動かしたり見たりしながら、いろいろな表し方

の面白さやたのしさを感じ取り、自分の見方や感じ方を広げてい

仕組みに関心をもち、表し方を考えながら、つくって動かす学習活

動にたのしく取り組もうとしている。

身近なものを鑑賞する活動を通して、自

分や友達の作品の造形的な面白さやたの

しさ、見方や感じ方の違いを感じ取り、

自分の見方や感じ方を広げている。

宝物、色鉛筆、画

用紙など
自分の気持ちをカードに工夫して表している。

知
宝物の形や色などに

気づく。

身近にあるものを集めることを通して、その形や色などに気づいて

いる。



■第２学年 題材ごとの観点別評価規準（例）

鑑

学
宝物を見て、話し合

う活動をたのしむ。
主

知

技

鑑

学
自然の材料でたのし

く活動する。
主

知

技

鑑

学
紙を切るたのしさを

味わう。
主

知

技

鑑

学

カッターナイフで紙

を切ってつくること

をたのしむ。

主

知

技

鑑

学
友 達 と 作 品 を 見 せ

合ってたのしむ。
主

知

技

鑑

学
型紙版画で写すこと

をたのしむ。
主

たくさん

うつそう

わたしの

形

絵・版

型紙をつくって

並べ方や重なり

方などを工夫し

て版画に表す。

知

繰り返しや重なりな

ど、写し方を工夫す

る。

まどのある

たてもの
工

色画用紙や色造

形紙をカッター

ナイフで切って

窓を開けるなど

して、建物をつ

くる。

知
建物の形や、窓の開

け方を工夫する。

しぜんから

の おくり

もの

遊

自然の材料を集

め、つないだり

組み合わせたり

して活動する。

たからも

のの もの

がたり

鑑

宝物が大切な理

由を考えて、友

達に伝える。

自然の材料の形や色、触った感じなどに

積極的に関わりながら、自然の材料を並

べたり組み合わせたりして、思いついた

ことを表す学習活動にたのしく取り組も

うとしている。

自 然 の 材 料 、 ひ

も、紙の粘着テー

プなど自然の材料を並べたり組み合わせたりするなど、手や体全体の感覚

を働かせて、活動を工夫してつくっている。

思

材料の形や色から、

どんなことができる

か考える。

発
自然の材料の形や色、触った感じなどをもとに造形的な活動を思い

つき、どのように活動するか考えている。

活動によって表れた造形的な面白さやたのしさから、自分の見方や

感じ方を広げている。

自然の材料の形や色に関心をもち、思いついたことを表す学習活動

にたのしく取り組もうとしている。

知

材料の並べ方や重ね

方など、組み合わせ

を工夫する。

自然の材料を集め、並べたり組み合わせたりすることを通して、材

料の形や色などに気づいている。

思

カッターナイフで切った紙の形をもとに表したいことを見つけ、ど

のように表すか考えている。

知

形や色などをもとに、作品のよさや面白さについて感じ取ったり考

えたりして、自分の見方や感じ方を広げている。

身近なものを鑑賞する活動を通して、自

分や友達の作品の造形的な面白さやたの

しさ、見方や感じ方の違いを感じ取り、

自分の見方や感じ方を広げている。

宝物、色鉛筆、画

用紙など

思
大切な宝物にしてい

る理由を考える。

発 身近なものにある思い出などから自分のイメージをもっている。

身近にあるものの造形的な面白さやたのしさを感じ取り、自分の見

方や感じ方を広げている。

身近にあるものに関わり、鑑賞する学習活動にたのしく取り組もう

としている。

カッターナイフで紙を切って窓や扉のある建物をつくることを通し

て、建物や窓や扉の形や色などに気づいている。

わくわく

カッター

ナイフ

工

カッターナイフ

を使っていろい

ろな線を切る活

動をする。

カッターナイフの使

い方に慣れる。

カッターナイフで紙を切ることを通して、切ってできた形や色に気

づいている。

安全で正しいカッターナイフのもち方、

切り方を意識しながら、切った形をもと

に表したいことを見つけて、自分なりに

どのように紙を切って表すか考えてい

る。

画 用 紙 、 色 画 用

紙、接着剤、カッ

ターナイフ、カッ

ターマットなど

カッターナイフの扱いに十分に慣れ、表したいことをもとに、建物

や窓や扉の開け方を工夫して表している。

思

どんな形に切るか考

えたり、どんな建物

にするか考えたりす

る。

発
カッターナイフで切った紙の形をもとに表したいことを見つけ、ど

のように表すか考えている。

自分や友達の作品を見せ合い、その面白さやたのしさを感じ取り、

自分の見方や感じ方を広げている。

カッターナイフで紙を切る快さを味わい、カッターナイフで紙を

切って表す学習活動にたのしく取り組もうとしている。

カッターナイフでいろいろな線を切るこ

とで、切ってできた形や色に気づくとと

もに、カッターナイフの安全で正しい使

い方に十分に慣れ、いろいろな線で切る

ことやその効果を試し、工夫して表して

いる。

色画用紙、ホチキ

ス、接着剤、カッ

ターナイフ、カッ

ターマットなど

安全で正しいカッターナイフの使い方に慣れ、いろいろな線で切る

ことを試し、工夫して表している。

思

切 っ て で き た 形 か

ら、つくりたいもの

を考える。

発

カッターナイフで紙を切る心地よさを味わい、紙を切る学習活動に

たのしく取り組もうとしている。

版を写す活動を通して、写るものの形や色に気づいている。

あなで つ

ながる 二

つの せか

い

絵

画用紙に穴を開

けて、つながる

二つの世界を絵

に表す。

穴を生かした絵の描

き方を工夫する。

穴でつながる二つの世界を描くことを通して、そこに生まれる形や

色に気づいている。

版を写す活動を通して、写るものの形や

色に気づくとともに、自分で考えた形を

たくさん写しながら、版の並べ方や重ね

方、写す位置を試しながら、工夫して表

している。

共同絵の具、版画

インク、画用紙、

透明シート、版画

用具、はさみなど

版の並べ方や重ね方、写す位置を試しながら、表し方を工夫して表

している。

思

写 し 方 を 試 し な が

ら、表したいことを

考える。

発
たくさんあったら面白い形を考え、造形的な面白さやたのしさを感

じながら、どのように表すか考えている。

自分や友達の表し方のよさや面白さを感じ取り、自分の見方や感じ

方を広げている。

型紙版画の表現に関心をもち、版で表す学習活動にたのしく取り組

もうとしている。

表と裏の二つの世界

を考える。

発
穴でつながる二つの世界を想像し、表したいことを見つけ、どのよ

うに表すか考えている。

知

二つの世界を行き来しながら自分や友達の作品を鑑賞し、そのよさ

や面白さを感じ取り、自分の見方や感じ方を広げている。

自分や友達の作品のよさを味わい、穴でつながる二つの世界を描く

学習活動にたのしく取り組もうとしている。

穴でつながる二つの世界を豊かに想像

し、表したいことを見つけ、どのように

表すか自分なりに考えている。

クレヨン、パス、

カラーペン、画用

紙、はさみ、カッ

ターナイフ、カッ

ターマットなど

穴の位置や開け方を工夫したり、描きたい二つの世界の表し方を工

夫したりして表している。



■第２学年 題材ごとの観点別評価規準（例）

知

技

鑑

学
メダルで気持ちを伝

えることをたのし
主

知

技

鑑

学

お面をつくったりか

ぶったりしてたのし

む。

主

積極的にお面をつくったりかぶる活動に

関わり、お面をつくることやかぶること

の喜びを味わうとともに、お面をつくっ

てかぶって遊ぶ学習活動たのしく取り組

もうとしている。

お 花 紙 、 洗 濯 の

り 、 ス チ レ ン 容

器、プラスチック

容器、ビニル袋、

トレイ、ボウル、

はさみなど

紙粘土や絵の具の扱い方に慣れ、表し方を工夫して表している。

思

贈る人のことを思い

浮かべてメダルを考

える。

発
贈る人のことを思い浮かべてメダルをイメージし、どのように表す

か考えている。

知

自分や友達の作品のよさや面白さを感じ取り、自分の見方や感じ方

を広げている。

メダルをつくることを通して、気持ちを伝える学習活動にたのしく

取り組もうとしている。

贈る人の好きなものや、その人に関わる

ことを積極的に作品に取り入れて、メダ

ルをつくることを通して、気持ちを伝え

る学習活動にたのしく取り組もうとして

いる。

紙粘土、共同絵の

具 、 ひ も 、 り ぼ

ん、身近な材料、

接着剤など

かぶって

へんしん
工

お花紙を重ねて

貼り、張り子の

お面をつくって

遊ぶ。

知
形や色、紙の貼り方

を工夫する。

お面をつくったり、かぶったりすることを通して、お花紙でつくる

お面の形や色などに気づいてる。

まごころメ

ダルを プ

レゼント

工

紙粘土でメダル

をつくって、気

持ちを伝える。

気持ちが伝わるよう

にメダルの形や色を

工夫する。

紙粘土の型押しをしたり絵の具で着彩したりすることを通して、紙

粘土の形や色などに気づいている。

お花紙や身近な材料などの扱いに十分に慣れるとともに、紙の貼り

方を工夫して表している。

思
つくりたいお面を考

える。

発
なりたいもののイメージを広げて、好きな形や色を選んだり、いろ

いろな形や色を考えたりしながら、どのように表すか考えている。

お面をつくることやかぶることを通して、造形的な面白さやたのし

さを感じ取ったり考えたりして、自分の見方や感じ方を広げてい

お面をつくることやかぶることの喜びを味わうとともに、お面をつ

くってかぶって遊ぶ学習活動にたのしく取り組もうとしている。


